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私は日本インドネシア経済協力事業協会にお世話に
なってから４年になります。それ以前は海外の仕事を
やっておりましたので、世界中あっちこっち駆け回っ
ていました。輸出を中心とした企業でしたので、物を
外国に売り込むという仕事でした。日本企業全体で外
貨を「稼げ稼げ」という時代が背景にあったというの
が、私の一貫した経歴です。
──研修・実習制度とは
皆さんは映画『マス・エンダン』をご覧になって、感銘を受けられたことと思
いますが、その中で、「研修生という言葉を初めて聞きました」という方もいら
っしゃいました。私はこのシンポジウムで、研修制度とはいったいどんなものな
のかということを、できるだけわかりやすい言葉でお話しします。それから我々
の協会の職員が、インドネシアや日本でどのような問題にぶつかり、日々それを
どう解決しているのかという、現場からの声や問題点をご説明すれば、「研修生
というのは、いったい何をやっているんだろう」ということが、皆さんに理解し
ていただけるのかなと期待しています。
研修制度の歴史は意外に古いもので、1993年に制度の基本ができまして、それ
が何年かごとに見直されて、現在の姿に至っています。
端的にいいますと、外国の有能で意欲ある若者を、３年間日本の企業で受け入
れまして、そこで仕事を覚えていただき、そのあと自国に帰り習得した技能・技
術・知識を自国の産業に生かすという仕組みです。インドネシアだけでなく、い
ま世界の国々から、この制度を利用して日本で勉強している若者が大勢います。
中国、ベトナム、インドネシア、フィリピン、タイなど、主に東南アジアの方々
です。現在、この制度の下で勉強している若者の数はだいたい20万人です。この
うち、８割方が中国から派遣されている生徒で、あと、インドネシア、フィリピ
060 ──和光大学総合文化研究所年報『東西南北』2009
公開シンポジウム：日本・インドネシア交流の過去・現在・未来
インドネシアからの研修生と
受け入れ現場
東大森 宏 社団法人 日本インドネシア経済協力事業協会理事
ン、ベトナム、それぞれ大体１万人です。
「研修生」と「実習生」という言葉がありますが、「研修生」というのは最初の
１年間の呼称で、２年目から「実習生」という名前に変わります。研修生は、留
学生と同じように、日本で働いてお金をもらってはいけません。ですから研修生
と実習生とはでビザの種類が違います。
実習生になるまでの期間は、我々の協会では10ヶ月ですが、他の受け入れ機関
の場合には１年です。実習生に変わるときには検定試験があります。それぞれの
仕事の内容にしたがって試験があり、この試験をパスしないと帰国になります。
ここで試験に落ちる人がたくさんいるのではないかと思われるかもしれませんが、
追試験（１回だけ）がありまして、大体追試験では通ります。私の４年間の経験
の中でも、失敗して帰った人は１人でした。この人は「自分は途中で帰国したか
ったので、わざと試験に落ちるように回答した」とのことでしたので、これはも
う仕方ありません。ですから、大体が１年プラス２年ということで、試験を突破
しながら、３年間は日本の企業でお世話になるという制度なのです。
──協会の役割
当協会は比較的大手だと自負しておりますが、インドネシアに特化しています。
今のところ、中国、タイ、ベトナム、フィリピンからの研修生はお世話しており
ません。これは、協会のインドネシアに対する歴史的なつながりと「思い入れ」
が深く、特にインドネシアに愛着を持っているということによるものです。イン
ドネシア人の性格、人柄も含めまして、インドネシアが大好きという非常にユニ
ークな団体です。インドネシアからの研修生を、年間で1500人ほどお世話してい
ます。
研修制度においては、対象は人間です。将来性を持った若い人を責任を持って
預かり、３年間きちんと勉強させ、時には厳しく時にはやさしく指導をし、３年
間を全うさせることです。きちんと勉強をして、日本語や日本の社会のあり方、
日本のいいところをたくさん身につけて帰国し、獲得した技術を生かして、自国
の産業の発展に貢献してもらう。これが国際貢献としての研修制度の目的です。
健康で所期の目的を達することができるように、一人の生徒に対して３年間、最
初から最後まで、朝から晩まで面倒を見るというのが、我々の仕事です。
インドネシアの研修センターと協会の運営
我々はジャカルタ、ジョクジャカルタ、スラバヤの３ヶ所に、研修センターを
設けています。延べ1500～2000人ほどが泊り込みで研修できる施設です。約３ヶ
月、一緒に生活をしながら、日本の生活や習慣の違いを教えます。日本語も、カ
タカナ、ひらがなが書けて、簡単な会話の受け応えができるぐらいのレベルを目
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標にしています。
当協会は、厚生労働省と外務省に認められた社団法人です。研修生を受け入れ
て、そこで勉強させてくれる企業が会員ですが、その会員からの運営費で我々の
経営は成り立っています。
──日本でのサポート体制
研修制度をスムーズに実施していくために、我々にはいろいろなノウハウがあ
ります。一番大切なのは研修生を孤立させないことです。多くの人間的な接点を
持つことで、彼らに孤独感を感じさせることなく、問題があればすぐにそれを解
決する。そういう人的ネットワークを作ることです。研修生1500人といいますと
大変な数で、日本の各地に散在しています。研修生を受け入れてくれる企業とい
うのは第二次受入れ機関といいますが、どちらかというとあまり大きくない製造
メーカーが多く、都心からとても離れた山の中や人里離れたところにあったり、
どちらかというと不便なところが多いのです。どの様に人里はなれたところでも、
我々も気を抜くことができません。
我々の最初の仕事は、現地でいい生徒を選び出し、教育をして、基礎を作って
日本に送り込むことです。それから日本の企業で３年間ですから、日本でいい企
業を見つけるということが大事で、その企業選択についても非常に気を使ってい
ます。
先ほど申し上げました、研修生との「接点」の意味を具体的に申しますと、出
身校や両親の了解は得ているのか。それから、仲間同士や、現地の送り出し企業、
そういったことを全部含めまして、「みんながサポートしてくれているかどうか。
あなたの覚悟はいいですね」ということをきちんと確認したうえで、日本に送り
ます。日本では我々が、身元引受人です。何かありましたら、我々が責任を持っ
て解決いたしますという重要な責任ある立場ですので、第一次受入れ機関といわ
れています。
第二次受入れ機関というのは、たとえば八王子の工場であったり、仙台の企業
であったり、あるいは宮崎の漁業組合の船主さんであったり、そういった会社や
人々です。協会はこういったところに定期的に人を巡回させて、生活指導も企業
との問題も、ただちにそこで解決します。
我々の場合は大体20歳～35歳までの人を対象としています。男性が多いもので
すから、生活がきちんとできるように気をつけます。中にはホームシックになっ
て所期の目的が達成できず、途中でギブアップして帰る人もいます。映画の中に
もありましたが、やはりさびしいとか、相談相手がいない、お金の問題など、問
題はそういう形で日々起きてまいります。これを問題として受け身で捉えるので
はなくて、こんな問題があったのか、こんな気持ちなのかということを我々が教
えられることも、数え切れないほどあるというのも事実なのです。
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──研修制度の問題点
研修制度というのは外国人を、あるいは外国の労働者を、日本の社会でどのよ
うに受け入れるのかという、非常に大きなテーマに基づいています。研修生とい
うのは、そのテーマの中の一部であると私は理解しています。政府でいろいろ話
が出てきましても、研修生とか高度技術者などという制限をなくして、とにかく
移民という形で受け入れたらいいのではないかという提言まで出ています。我々
の経験から言わせていただくと、これは非常に極端な意見と思われますので賛成
できません。移民として受け入れた後、経済状態が悪化した時にどう対処するの
か、欧州の例も肝に銘じておく必要があります。研修制度は日本が外国人を受け
入れるための一つの基盤として残し、その枠の中で外国人労働者の位置づけをき
ちんと確かめていけばよいのではないかと思っています。
グランドデザインの欠如
現在の研修制度をめぐる問題点としては、第一に日本として外国人労働者をど
のように位置づけ、受け入れていくのかというグランドデザインがないことです。
研修制度をどうしようかと、実は３年前から我々もヒアリングを受けておりまし
て、経済産業省、厚生労働省、外務省、法務省に対して提案をしておりますが、
グランドデザインがないためになかなか進みません。「まず国としての基本的な
見通しを作ること」これが必要です。
このためには外国人労働者を日本の社会が本当に必要としているのかという認
識の確認が問題です。少子高齢化という点からして、これが必要なことは自明の
理だと私は思うのですが、いつごろどんな形で何人必要なのかというデザインが、
なかなか出てきません。日本の社会で外国人労働者がどれだけ必要なのかを、一
日も早くはっきりさせることが求められます。
しかも、10万人、20万人とか、500万人、2025年には1000万人という提言がさ
れています。しかし少なくとも５～10年先ぐらいの見えるところに視点を定めて、
研修生制度というのを１つの枠と位置づけ、それを改善していくことによって、
ある程度姿が見えてくると私は思っております。
第一次受入れ機関の乱立
つぎに反省点です。これは制度をつくった政府の方に反省していただきたい点
です。それは第一次受れ入機関を安易に認めすぎたということです。この数年来、
規制緩和の名の下に市町村でも第一次受入れ機関の認可がとれるようになりまし
た。協同組合をつくって申請すればその権利が認められたのです。ところが、こ
の研修制度というものは、人を含めて制度をよく理解し、それを運用できる機関
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でないと多くの問題が起こります。新聞その他のメディアでもご承知のとおり、
研修制度というのはいったい何だと言われ、悪い面ばかりが取り上げられるとい
う感があります。我々のようにまじめにやっている機関から申しますと、不公平
な論評だなと思います。
私は、日本の中小企業を救うためにも研修制度がぜひ必要だと思います。これ
をやめてしまうと、中小の製造業は「いったいどうしたらいいか」というほど、
皆人手不足で困ってしまいます。確かに改善しなければいけない部分がたくさん
あるとは思いますが、その制度の改正はあまり難しいことではないのです。思い
切ってやれば簡単にできることで、それを全廃してしまおうという意見が散見さ
れるのは、「現場をわかってないな」と私には思われて、残念でなりません。
──受入れ機関の問題点と日本の人手不足の現況
第一次受入れ機関が増えすぎたことにともなって、第二次受入れ機関も雨後の
筍のように生まれまして、制度を自分の都合のいいように解釈してしまうという
ことが起っています。遵法精神が足りないのです。人権上の問題、あるいは労働
基準法に定められた就業上のルールを無視するといったことがあります。
新聞紙上で話題になることですけれども、残業代の不払い、あるいは非人間的
な処遇などです。メディアとしてはこのほうが面白いものですから、そちらのほ
うにばかり目が向いてしまいがちです。
けれども、中小企業の製造業者の方では、「うちは５人しかいない。ぜひ研修
生を入れてやっていきたい」というところがたくさんあります。そういったとこ
ろは、外国人研修生採用の前に、まずは日本で、ハローワークでも知り合いでも
何でもいいから、人を集めたいと思っています。しかし、「今の日本の若い人は
来てくれません」と言うのです。たまたま来てくれても２ヶ月ぐらいしたら、
「もう、こんな仕事はいやだ」と言って辞めてしまい、長続きしない。日本の企
業の95％は中小企業です。その中でも特に家族経営のメーカーが非常に困って、
「研修生が入って来なければ、我々は廃業せざるを得ない」という声が聞こえて
きます。こういったことをなぜマスコミはきちんとわかってくれないのか、人の
耳や目に届く形で伝えてくれないのかと思います。
今は世界経済が非常に悪化していまして、原材料の高騰、受注の激減などのう
えに、さらに銀行の貸し渋りや「貸しているものを早く返せ」などということで、
中小メーカーの状況はもっと悪くなっています。それでも、とにかく人がいない
ことには製造業として続けられないということです。日本の産業の基本部分をど
うやっていくのかという大きな問題なのです。ですから、グランドデザインをで
きるだけ早く描いて、それぞれの政策を早く明確にするべきだろうと思います。
後のお話にあります、介護や看護の人手不足問題も、いったい日本はどうなっ
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ていくのだろうと思います。時間がないことと少子高齢化の流れは変えられない
ことは、もうはっきりしている事実ですので、それを頭に置きながらデザインを
決めて具体的な施策を打っていかなければなりません。
──研修生・実習生の失踪の問題
時々研修生の「失踪」が問題になります。失踪の原因というのはなかなか複雑
です。研修生個人個人の性格や家庭の事情、経済上の問題や将来への考え方など
いろいろありまして、失踪した理由はなかなか解明できない部分があります。研
修生のビザで入国しますから、そのビザでは「どこの誰さんのところで研修制度
を全うします」ということが規定されているわけですが、それを無視して消えて
しまうということです。地下に潜ってしまうわけです。本人はパスポートを持っ
ていますので、パスポートを持って失踪することもあります。日本の国としまし
てもこれは頭の痛い問題で、監督官庁ではこれを一番の問題にしているわけです。
理由には２つあると思います。１つは経済的な理由です。もっとお金を稼ぎた
い。もう１つは、「私の扱いが納得できない」という、いわゆる処遇、待遇に関
する問題です。そのほかに気をつけておりますのは、外部の者が甘い言葉で、
「あなた、もっとお金を稼げますよ。こんなところで働かなくたって、もっとお
金を稼いで、いい暮らしができますよ」という話をする人がいることです。お金
が少しでも多く入れば、郷里にたくさん持って帰れるなど、いろいろな事情があ
るのでしょう。20歳前後の若者であればやはり誘惑には弱いところがあります。
これを防ぐにはどうしたらよいでしょうか。我々は教育の中で、これは犯罪で
あるという認識をまず頭に叩き込むことを教えています。もう一つは、このよう
な甘言によって地下に潜ってしまいますと、パスポートはもはや存在価値がなく
なってしまうわけですから、社会的に認められない身分になってしまうことです。
そうしますと必ず悲惨な生活に陥ります。いわゆる地下組織に取り込まれてしま
って足を抜くことができません。待遇がいいはずがないのです。彼らはたくみに
誘惑の手を伸ばし、研修生をがんじがらめにしてしまいます。このようなことを
よくよく話すのですが、なかなかゼロにならないのは誠に残念です。
我々の協会の失踪者は驚異的に少ない数です。具体的に申しますと、1500人の
うち、去年の失踪者は10名でした。一昨年も大体10名です。今年我々は「失踪ゼ
ロ」という目標を掲げまして、これに向かって努力しております。これは本当に
難しい話で、残念ながら４月から10月の７ヶ月で３名出ております。「失踪ゼロ」
というテーマを自ら課した理由としては、失踪をさせないために、日頃からいか
に研修生・実習生の行動や生活の中に溶け込んで、彼らの心をつかむことができ
るかという、非常に難しいことをあえて実行しようとしていることに他なりませ
ん。しかし、いかにそれが難しいことであっても、我々がやらなければいけない
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ことで、これを避けて通ることはできません。なぜなら私たちはインドネシアの
大切な青年男女を預かっているのですから。そういった配慮、工夫、努力を当然
続けて行かなければならないのです。
──研修生とその後
彼らは学校を卒業し、現地の企業に就職します。そこから日本に送られてきま
す。そのときにはテストがありまして、10人の募集に対して100～150人の応募者
です。学校の推薦状がついていますので、学業成績・性格・人格ともに、学校と
して推薦できる人たちです。それでも10分の1から15分の1ぐらいの非常に狭い門
です。
研修生の家族は、裕福なところもあると思いますが、どちらかといえば多くは
裕福ではありません。彼らは、自分が家族を養っていかなければいけないという、
私たち日本人も何十年か前はそうだったように、家族制度の意識が非常に強いの
です。日本での３年間の研修は大きなチャンスですから、彼らにとって非常に強
いインセンティブとなり、将来への計画を実現させる大きな機会が与えられたこ
とになります。
ですから、その３年間を当初予定された形で、成功させることが絶対必要なの
です。３年間というのは決して短い時間ではありません。１日24時間、３年間努
力を続けなければならない。受け入れ側の我々も、さらに現場の皆さんも、毎日
仕事をしながら、暑くても寒くても、雪が降っても雨が降っても、頑張らなけれ
ばいけないわけです。その間にいろいろな問題が発生するのを、できるだけ早く
汲み上げて、解決する努力をしています。
帰国後の就職
日本での３年間を終わりますと、彼らはインドネシアのもといた企業に帰るこ
とが原則です。ただし、３年の間にはいろいろ事情が変化します。日本の研修に
よって技術力が身につき、日本語も相当分かるということから、自分の商品価値
が非常に高くなったことを意識します。ですから出国のときに100だった収入が、
３年経つと300～400になると自己評価する人もいます。そうすると、もとの企業
は「そんなに出せないよ」という金銭面でのミスマッチが起ります。
我々の場合には幸いにして、40％ぐらいが元の職場に帰っています。これは非
常にありがたいことで、この割合がもっと増えることが望ましいのですが、やは
り元の仕事でなくて、今度は他の仕事をしたいとか、大学に行って本格的に勉強
したい、あるいは自分の知識と技能を活かして起業したい等、研修生によっては
希望が違ってきますので、なかなか100％まではいきません。しかし就職したい
という人には、現地に帰ってからあらゆるチャンネルを使って就職ができるよう
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に側面から支援をしています。
したがいまして、候補者を選んで日本に連れてきて３年。帰ってから、また就
職ができるまでというこのサイクルが完結しなければ、私たちはお世話したこと
にならないという考え方をとっているのです。
──研修生の日常生活と戸惑い
研修生の生活は毎日のことなので、我々は日本語能力が基本だと考えまして、
日本語の教育を大切にしています。また日本の生活習慣との違いなどを教えて、
日本に来たらできるだけ早く地元に溶け込み、企業に可愛がられ、勉強をし、自
分も満足して、お金を貯めて帰りなさいということになっています。
些細なことかもしれませんが、インドネシアと日本の生活の違いで研修生たち
が戸惑うことは、非常にたくさんあります。たとえば、キセルを覚えます。気軽
にやっているので、「これは駄目だよ」と言うと、「友達がやっていたから」と言
うのです。それから自転車が貸与されるのですが、「自分のを盗まれてしまった。
困ったので、そこにあったほかの自転車に乗ってきた。人が乗っていったのだか
ら私だっていいだろう」と言うのです。また、廃品ということがありますが、
「人がいらないから捨てた物を、自分が持ってきてなぜ悪いの？」という感覚。
スーパーに行きますと氷が置いてありますね。その氷を「こんなに冷たくていい
ものはない」と言って、「あれは飲み水ではないんだよ」と言うのですけれど、
それでも喜んで飲み続けている。
仲間が病気になって、快気祝いにお金を渡そうと思った。ただの封筒よりもき
れいだからというのでのし袋に入れて渡したら、「ご霊前」の袋だったという笑
い話もあります。
最後に宗教ですが、インドネシアは90％が回教徒です。これが日本社会ではど
のように扱われるのでしょうか。宗教の自由は認められているわけですから、
我々は回教につきましてもこれを犯すつもりも干渉するつもりもありません。し
かし例外がひとつあります。断食は研修生の１年生の間だけはやめてくださいと
指導しています。職場にはいろいろな作業がありまして、鍛造だとか鋳造のよう
な高熱を使うところは夏になりますと40～50℃になるのです。その中で水も飲ま
ない、塩もなめないで断食をやっていたら、必ず身体を壊します。日本人の熟練
工ですら耐え切れないものですから、まして水も飲まないという断食は、非常に
危険なのです。また身の回りには危険な機械がたくさんありますから、脱水症状
でボーッとして怪我でもしたらたいへんです。宗教を否定するつもりは全くあり
ませんが、「命あっての物種」ということで、断食に関してだけは厳しく「１年
間やめなさい」と言っているのです。
インドネシアでは、大学を卒業しますと、最初は１万円ぐらいの収入だそうで
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す。日本で３年間一生懸命働いて貯蓄をしますと、60万～150万円ぐらいの貯蓄
ができます。これは、生涯賃金に相当する金額で、これを20～25歳ぐらいの青年
男女が３年間で稼げるということです。国に帰るとアパートが２つ建つぐらいの
お金だそうです。ですから、経済面のインセンティブもあるということです。
──結びに
我々は国際化ということについて真面目に考えておりますし、皆さんにも考え
てほしいことがあります。研修制度を含む外国人の労働問題に関して、我々自身
が本当に心を開いて、肌の違い、習慣の違い、言葉の違い、人種の違いを超えて、
外国人を受け入れられるのかどうか。これは我々に課せられた問題だと思います。
その組織もまだできていないと思いますし、地方に行くと偏見に満ちた扱いを
されることもあります。これは我々日本人自身の心の問題であると考えます。研
修制度の成功の鍵は愛情です。成功した陰には必ず現場で自分の子どものように
大切に、あるときには厳しく指導してくれる日本人のおじさんやおばさん、同僚、
仲間がいます。こういう人たちが最終的には研修制度を成功させるのです。
アメリカのサブプライムローン問題で、日本ならびに世界中の経済状況が不安
定になっておりまして、中小企業のメーカーも非常に苦しい。私たちもそのよう
な事情はよくわかります。しかしながら、このような逆境の中でも希望を失わず
に、この研修制度を成功させるように今後も職員一同頑張っていきます。皆さん
のご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
［ひがしおおもり ひろし］
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